
1.発生動向 3．新型コロナウイルス感染症の段階適用状況

週 週 週 週 注意報レベル

10月9日 ～ 10月15日 10月16日 ～ 10月22日 10月23日 ～ 10月29日 10月30日 ～ 11月5日 開始基準値 収束基準値 基準値

栗原支所管内定点数：＃は３施設。それ以外は２施設

２．施設対応状況   （過去２週間における支所対応状況）

前週 0 11/1～11/7

対応状況 ー ー ー

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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宮城県大崎保健所栗原支所　感染症発生動向調査情報
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４.栗原支所より
※県の在院者数は毎週水曜日時点
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザは前週より増加しています。

• 新型コロナウイルス感染症は前週より増加しています。

• 感染性胃腸炎は前週より増加しています。

【 集団発生情報 】
新たな集団発生の報告はありません。

【 感染症コラム ～正しいPPEの着用方法～ 】
• PPE(Personal Protective Equipment)とは感

染症対策に必要な個人防護具のことで、マスク、手袋、

ゴーグル、フェイスシールド、ガウン等があります。

• 病原体の種類や、感染者との接触状況等により、装着

するPPEを使い分けます（例：N95マスクあるいは

サージカルマスクなど）。

• 感染症から身をまもるためには、PPEを正しく装着し、

適切な手順で着脱することが重要です。

• PPEを着用する際は、まず手洗いをし、マスクを正しく

装着します。次に、ゴーグルやフェイスシールドを装着

し、手袋を着用します。最後にガウンを着用します。

• ペアでお互いの装着状況を確認するか、各自鏡で確認

することも重要です。

• 脱着時は、手袋を外した後にガウンを外し、最後にマス

クを外すようにします。また、動作ごとにアルコールな

どで手指消毒をするようにしましょう。

国の基準に基づき、在院者数に応じた本県の段階（0～Ⅲ）を定め、段階に応じて即応病床数

を設定しています。


